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パチスロ交響詩篇エウレカセブン3 HI-EVOLUTION ZERO、ほか

実戦レポート

先月も書いたが、毎月定期的に実戦させてもらっているお店の中ではもっとも抽選参加人数
が多くなっているのが、今回のホール。オンライン抽選で「48番」という数字が出て、狙い台は

ほぼ取れないなという覚悟はしたけれど、開店時間になり入場順を待って入店する際、まだ
外で待機しているライバルたちは40人ほどいるんじゃないか？ つまりオレの48番でも全体で

見れば中間ほどの位置であり、そしてさらに以降の立場でも諦めず入店する人たちがまだこ
れだけ居るという事は、それも含めてこのホールへの期待度が高い証と見ていいだろう。

そんな中、朝イチの選択はどうするのかと言えば、このホールは先月から今月にかけて先頭
集団の狙い機種がかなりハッキリしている傾向がある。先ほど「狙い台はほぼ取れないな」と
書いたのはそのことであり、こうなると次点の戦法としてはリスクを承知で「末尾一点読み」と
なるのだった。そうして選んだのは、オレの得意とする「パチスロ交響詩篇エウレカセブン3 HI-
EVOLUTION ZERO」だ。

これもまた書くのがもう何度目か覚えていないが、一応「全台系になるかもしれない」という期
待も込みでの選択ではあるし、そうでなくても高設定らしき台が早めに判明すれば、「その末
尾が当りかもしれない」という予測の元、立ち回りがしやすくなる。というわけで自分の台のみ
ならず周りの台も注意しながら打っていくと、初当りの周期の早さ、REGからのAT突入率、ATレ
ベルの選択率や上昇率など、あらゆる面で優秀な台が1つ見えてきた。オレが打っている台…
の、隣の台だ！ この時点では、まだオレの台も低設定とは決め切れない状況だったが、2台

並んで高設定、あるいは全台高設定になっているかもしれない薄い可能性にかけるよりは、
当初の予定通り、隣の台の末尾が当りと想定して台移動するとしよう。
開店からまだ1時間程度でかなり早めの台移動だったにもかかわらず、もともと朝から稼働が

高めだったこともあり、狙った末尾の空き台はごくわずか。その中から「スーパーミラクルジャ
グラー」や「ケロット4」などノーマルタイプを打ってみるが、高設定であればポンポン当たって

ほしいボーナスがイマイチ出不精で、たとえこの末尾が当りだとしてもその全台が高設定とい
う保証は無いので、不安が先に立ってしまいこれらの台は粘ることなく手放してしまった。その
後は、クラセレやロックマンなど低設定でも甘めな台でお茶を濁すが、時が経てば経つほど高
設定らしき台はどんどん頭角を表し、空き台になる可能性は少なくなってくる。もはやこれまで
…と思った頃、エウレカ3の高設定台を打っていたユーザーが「辞めるけど打ちますか？」との
こと。結果、これはまんまと設定6で凄い勢いでメダルを吐き出し逆転勝利となったのだが、捨
てたジャグラーもケロットも高設定だったらしいし、なんかすげぇ悔いの残るA級だったな…。
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